
○ 主 催：兵庫県・地域と未来をつなぐ“ひょうご基幹道路ネットワーク”シンポジウム実行委員会
共 催 ： ひょうご安全の日推進県民会議／後援 ：兵庫県商工会議所連合会

○ 開催日時：令和元年10月29日（火）１４時００分～１６時１５分
○ 開催場所：兵庫県公館 大会議室（神戸市中央区下山手通4-4-1）
○ 参 加 者：約300人

○ 出 演 者：小林潔司（京都大学名誉教授）
今木博久（阪神高速道路㈱執行役員）
長尾 真（神姫バス㈱代表取締役社長）
中林志郎（兵庫県商工会議所連合会専務理事）
荒木一聡 （兵庫県副知事）

・明治から150年が経つが、太平洋戦争から75年が過ぎ、22世紀までの75年という折り

返し地点に来ている。価値観や生活が多様化し、世界中の先進都市がコンパクト化

している。将来リニア中央新幹線でつながれるスーパーメガリージョンを活かした

発展につなげることが重要。

・Eコマース、テレワークの普及により都市や道路の役割も変わってくる。人々は自分

の時間の多くを寝る、食べる、遊ぶ、勉強することに使う。そのために都市が存在

し、そこへ出かけるために道路が必要になる。

・道路は手段であり、いかに活用して兵庫県の創造と発展につなげるかが重要な課題。

・1970年の万博の時は、今日の近畿の骨格となる三大環状と十放射という道路網が生まれた。今度の万博

を契機として、どのように発展につなげていくのか考える必要がある。

・ビジネスを除くインバウンドの観光客は関西のほうが伸びているが、兵庫県は活かしきれていない。例

外として城崎、豊岡のインバウンドは大きく伸びているが、大阪や京都からアクセスしている。南北軸

の強化など、まずは県内で周遊できる環境を整えて、新たな機会を増やすべき。

・兵庫県の産業構成は日本有数の工業県である。特に播磨灘は、世界的に見ても有数の集積地。研究開発

施設の立地件数が全国２位であることを活かすことが重要である。製造業は研究開発とものづくりの現

場が密接している必要があり、それを支える播磨臨海地域道路や大阪湾岸道路西伸部など沿岸部の新た

な路線の早期完成が期待される。

・基幹道路は、観光、産業だけでなく、日常生活や物流を支え、災害時のリダンダンシーなどにも効果が

ある。兵庫県の進める「基幹道路八連携軸」が完成すればリダンダンシーも増加し、多様な役割を果た

すことになる。

基調講演 「基幹道路ネットワークによるひょうごの創造と成長 」

「阪神・淡路大震災の教訓と高速道路ネットワークの整備 」

小林潔司 （京都大学名誉教授）

特別講演

今木博久 （阪神高速道路株式会社）

・阪神・淡路大震災では、幹線道路や鉄道などが集中する地域で大きな揺れが生じた。

５号湾岸線は約10km、３号神戸線は約28kmの区間で長期間通行止めとなった。

・約２週間で国道43号が通行できるように復旧した。５号湾岸線は半年程度、３号神戸

線は約１年８か月で全線通行可能となった。

・被災復旧の経験を後世に継承するため、深江浜に「震災資料保管庫」を整備し、被災

した構造物などを展示し、年間２千人を超える来場者がある。

・震災被害を受け、構造物の耐震補強を実施しており、柱を鋼板で巻くことで粘り強く

したり、落橋防止装置の改良などを行った。

・新規路線の整備はネットワークのリダンダンシー確保に繋がる。震災後も湾岸線が神戸線の代替機能を

果たしていた。大阪湾岸道路西伸部にもリダンダンシーの機能が期待される。

・西伸部は、国土交通省との合併施行で進めている。昨年12月には六甲アイランドで起工式を行った。

「港神戸にふさわしい、世界に誇れる景観を創出する道路」など３つの目標の基に、現在長大橋の設計

や海上ボーリング調査などを行っている。早期の全面的な工事着手を目指している。



＜地域の課題＞

今木氏：阪神高速では渋滞と老朽化が課題。渋滞の9割は交通集中が原因。神戸線の渋滞は、首都高速を抑え

て全国ﾜｰｽﾄ1。管理道路は、延長の4割が開通から40年以上が経過。大型車も多く、補修対応など工事

で、多くの時間通行止めが発生。西伸部ができると神戸線の代替機能となる。

長尾氏：地方路線の赤字を高速バスの黒字で補填。阪神高速、中国道、神戸淡路鳴門自動車道などの高速ﾊﾞｽ

利用者は、通勤・通学が多く、一部自治体では人口流出防止のため、利用者に補助を行っている。基

幹道路には定住人口確保としての役割もある。渋滞により運行の定時制が確保できないことが課題。

信頼性低下による利用の低迷だけでなく、運転手不足の中、折り返し便の定時制確保のため、余分な

人員の確保が必要。ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞの普及などにより一般交通を公共交通で代替できればありがたい。

中林氏：阪神地域、神戸港から播磨地域にかけての東西のｱｸｾｽが課題。名神湾岸連絡線により本当の意味で関

西３空港が一体となる。中播磨・淡路では、工業団地、物流拠点の進出が期待できるためｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪ

ﾝｼﾞなどICｱｸｾｽの整備が必要。但馬では、舞鶴港からの物流が大事。また、山陰近畿自動車道の早期

開通を望む。播但道の融雪設備などの状況から国道9号に集中することがあり、ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰの観点から

も南北軸の強化が必要。全体として「基幹道路八連携軸」を進めることが重要。

荒木氏：兵庫県は日本の縮図。国の工業化を背景に、兵庫県も基幹道路とともに発展をしてきた。

＜高速道路への期待＞

今木氏：西伸部の整備効果は大きく分けて３つ、時間短縮効果、代替路の確保、地域の活性化。玉津～神戸

港は14分短縮、玉津～大阪では32分の短縮。神戸線は、事故が多く、その都度、車線規制や通行止め

が発生するため、湾岸線が平常時においても代替機能を発揮。ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞの医療産業都市では、進出

企業が伸びており、雇用者数、経済効果、税収なども期待。社会の変化により道路の役割が変わるか

もしれないが、人と人、ふれ合いを大事に道路づくり、維持管理に取り組みたい。

長尾氏：高速道路の整備により一般道との使い分けで、双方の渋滞解消に期待。定時制の確保によりﾊﾞｽの信

頼性が向上。交流人口の拡大にも期待でき、道路を使って外国人観光客の誘致や県内の周遊拡大にも

取り組みたい。高速道路ﾈｯﾄﾜｰｸにより仕事場とﾊﾞｹｰｼｮﾝが一体となったﾜｰｹｰｼｮﾝの場を各地に展開して

いき、定住人口の確保にも貢献できる。道路整備に予算の問題はあるが、必要な道路は、利用料の先

払いなど、先行投資により早く整備してもらいたい。播磨臨海地域道路の１日でも早い完成に期待。

中林氏：東日本大震災では、緊急車両により東北道が利用できなかったため、山陰側から物資を輸送した。ﾘ

ﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰの観点からも日本海側を結んでおくことが大事。世界的に見れば日本の道路は車線数が少な

い。ﾄﾞｲﾂのように、都市機能を分散し、ある程度の車線数を持った道路で都市間を上手く結ぶことも

有効。道路がつながることで観光などへの波及効果も大きいため、日本でも投資的な意味合いの道路

整備がもっとあってもよいのではないか。

荒木氏：山陰近畿自動車道は「命の道」である。新温泉町～豊岡病院は、昭和40年代には120分かかっていた

ものが、山陰近畿自動車道が完成すれば30分まで短縮される。「基幹道路八連携軸」は、地域産業の

活性化、交流拡大だけでなく、緊急輸送機能の確保、交通安全の道。基幹道路は、災害時に救助を受

けるだけでなく、救助へ向かう時も役立つ。道路ができて便利にはなるが、宿泊客が日帰りに変わる

こともあり、新たな発想で観光客を呼び込む必要がある。

＜まとめ＞

小林氏：これから多様な生き方が出てくる中で、基幹道路整備により新しい行動パターンが生まれ、新しい兵

庫の創造につながっていくのではないか。そのためにも早期整備が期待される。

小林氏 今木氏 長尾氏 中林氏 荒木氏

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 「基幹道路ネットワークによるひょうごの創造と成長 」

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ： 小林潔司（京都大学名誉教授）
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ ： 今木博久（阪神高速道路㈱執行役員）

長尾 真（神姫バス㈱代表取締役社長）
中林志郎（兵庫県商工会議所連合会専務理事）
荒木一聡 （兵庫県副知事）


